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研究成果の概要（和文）：森林生態系内での窒素の動態をより詳細に把握するため、安定同位体

希釈法を用い、窒素の動態変化をとらえた。林齢ならびに季節ごとに行った実験から、どの季

節においても窒素の形態変化において、アンモニア生成・硝酸生成のどちらをもうわまわった

明らかな不動化が生じていることが示された。しかし、不動化を規定する要因は、土壌微生物

バイオマス、溶存有機体炭素量など、林齢ならびに季節ごとに異なっていることが明らかにな

った。また、土壌溶液中の硝酸態窒素の酸素同位体比の変化に基づく負荷された窒素の保持に

関するシミュレーションにより、大気から系内に負荷された窒素の不動化にかかる時間はこれ

まで考えられていたより長い（10cm で数週間以上）ことが明らかになった。これらのことから、

大気窒素の急激な不動化には非生物的な固定などを検討する必要が示され、非生物的不動化を

考慮し、窒素飽和を検討する必要が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：We Studied N dynamics using 15N dilution method. Immobilization 

rates were always larger than mineralization and nitrification rates throughout the year 

and stand age. The relationship between N transformation rates and soil properties; 

dissolved organic carbon concentration and soil microbial biomass etc., differed among 

the seasons. Based on the 18O of NO3

- of soil solution and the simulation of N immobilization, 

immobilization of NO3

- in soil solution needed a few weeks. These results show that abiotic 

immobilization is one of the important mechanisms for soil N retention in the forest 

ecosystem.  
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１．研究開始当初の背景 

拡大造林期以降主流を占めている森林施業

方法では、40-50 年で伐採収穫を行うことを

目的として体系付けられている。この施業方

法においては、人工林における短期間でのバ

イオマスの急激な増加を利用し、木材生産に

大きく寄与してきた。しかしながら、現在伐

期に達した多くの人工林ではバイオマスの
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増加が頭打ちになっており、伐期の延長など

を行う場合には新たな手入れが必要になる

と考えられるが、一部の地域における伝統的

な長伐期施業方法を除いては、その後の取り

扱いについてはいまだに未知の部分が多い。

特に、森林に対して今後木材生産と並んで要

求される環境創造機能に配慮した取り扱い

については、研究が急務である。 

 

２．研究の目的 

中期的（100 年程度）な森林生態系の物質循

環データベースを構築する。 

 

３．研究の方法 

伐採直後からもっとも古い 90 年生の森林ま

でを林齢の異なる同じ集水域として扱うこ

とが可能である法正林を利用し、成立から

100 年程度まで森林生態系の変化をある時間

断面で鳥瞰的に追跡する。 

 

４．研究成果 

人工林は成長に伴い、窒素循環様式を大きく

変化させた。成熟期には成長と養分利用量の

バランスが崩れ、養分条件が悪化しているこ

とが示された。 
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